
304 

マ
リ
ア
ナ
沖
海
戦 

石
川
県 

 

大 

丸 

存 

量 
 
 

  
 

㈠ 

不
沈
空
母
「
大
鳳
」
完
成 

 

私
は
太
平
洋
戦
争
中
の
昭
和
十
九
（
一
九
四
四
）
年
一

月
二
十
五
日
、
「
大
鳳
」
艤
装
員
付
を
命
ぜ
ら
れ
た
。
「
大

鳳
」
は
昭
和
十
六
年
七
月
十
日
に
神
戸
川
崎
造
船
所
で
起

工
、
昭
和
十
八
年
五
月
七
日
進
水
し
、
そ
の
後
艤
装
工
事

を
行
っ
て
い
た
。 

 

私
は
神
戸
港
で
初
め
て
「
大
鳳
」
を
見
て
、
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
か
と
思
う
巨
艦
に
驚
か
さ
れ
た
。
あ
ち
こ
ち
で
溶
接

の
火
花
、
ド
リ
ル
の
響
き
、
ハ
ン
マ
ー
の
音
な
ど
が
し
て

い
た
。
造
船
技
師
、
工
員
の
方
が
昼
夜
兼
行
で
「
大
鳳
」

の
完
成
を
急
い
で
い
た
。
艤
装
も
ほ
と
ん
ど
終
わ
っ
た
の

で
い
よ
い
よ
出
港
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

二
月
三
日
、
神
戸
よ
り
呉
軍
港
に
回
航
、
諸
種
の
公
式

テ
ス
ト
を
実
施
し
て
臨
戦
準
備
を
終
え
た
。
三
月
七
日
、

建
造
完
成
、
軍
艦
旗
掲
揚
、
「
大
鳳
」
と
命
名
さ
れ
、
艦
長
・

菊
池
朝
三
大
佐
の
訓
辞
が
あ
り
、
私
た
ち
艤
装
員
は
乗
組

員
と
な
っ
た
。 

 

「
大
鳳
」
は
連
合
艦
隊
の
決
戦
部
隊
で
あ
る
機
動
艦
隊

の
第
一
航
空
戦
隊
に
編
入
さ
れ
て
出
撃
す
る
こ
と
に
な
っ

た
。 

 
 

㈡ 

「
大
鳳
」
洋
上
に
出
撃 

 

「
大
鳳
」
は
三
月
二
十
五
日
、
呉
よ
り
徳
山
に
回
航
さ

れ
、
最
後
の
臨
戦
準
備
に
入
る
。
二
十
八
日
、
徳
山
を
後

に
内
地
に
別
れ
を
告
げ
、
豊
後
水
道
を
通
過
、
太
平
洋
上

に
出
て
、
台
湾
沖
、
南
シ
ナ
海
を
経
て
、
四
月
六
日
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
に
寄
港
す
る
。
こ
こ
で
燃
料
、
食
料
、
軍
需

品
を
搭
載
す
る
。
港
近
く
の
倉
庫
か
ら
は
麦
の
カ
マ
ス
袋

を
担
い
で
搬
入
し
た
が
、
肩
が
ず
し
ん
と
し
て
重
く
、
ふ

ら
ふ
ら
し
な
が
ら
の
作
業
で
し
た
。
ま
た
、
二
五
ミ
リ
機

銃
弾
丸
一
箱
、
一
〇
セ
ン
チ
高
角
砲
弾
丸
一
発
ず
つ
を
肩

に
し
て
「
大
鳳
」
舷
外
の
ラ
ッ
タ
ル
を
上
っ
た
が
、
落
ち

れ
ば
海
中
で
あ
り
、
冷
や
冷
や
の
連
続
で
し
た
。 

 
こ
こ
で
上
陸
を
与
え
ら
れ
た
友
と
同
行
し
て
、
港
よ
り

列
車
で
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
街
を
見
物
し
た
。
上
陸
の
際
に
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病
原
菌
の
こ
と
を
注
意
さ
れ
て
い
た
の
で
バ
ナ
ナ
は
買
わ

な
か
っ
た
。
笛
を
吹
い
た
コ
ブ
ラ
の
蛇
使
い
を
見
た
。
暑

く
て
の
ど
が
乾
き
友
と
喫
茶
店
で
冷
た
い
コ
ー
ヒ
ー
を
飲

ん
だ
。
そ
の
味
は
今
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
。 

 

四
月
十
五
日
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
よ
り
ス
マ
ト
ラ
島
の
東

北
岸
、
リ
ン
ガ
泊
地
に
回
航
し
た
。
「
大
鳳
」
は
こ
こ
で
、

す
で
に
入
泊
し
て
い
た
第
一
航
空
戦
隊
の
「
翔
鶴
」
「
瑞

鶴
」
の
二
空
母
と
合
流
し
た
。
機
動
艦
隊
を
率
い
る
司
令

長
官
・
小
沢
治
三
郎
中
将
は
「
翔
鶴
」
よ
り
「
大
鳳
」
に

移
乗
し
、「
大
鳳
」
は
こ
の
機
動
艦
隊
の
旗
艦
と
な
り
、
将

旗
を
掲
げ
進
撃
し
た
。 

 
 

㈢ 

機
動
艦
隊
の
集
結 

 

五
月
十
一
日
、
リ
ン
ガ
泊
地
を
出
港
、
五
月
十
五
日
、

タ
ウ
イ
タ
ウ
イ
湾
に
到
着
す
る
。
こ
の
湾
は
フ
ィ
リ
ピ
ン

の
最
南
端
で
ボ
ル
ネ
オ
に
近
く
、
琵
琶
湖
ぐ
ら
い
の
大
き

さ
で
あ
る
。 

 

こ
こ
に
集
ま
っ
た
機
動
艦
隊
の
総
兵
力
は
、 

 

第
一
航
空
戦
隊
空
母
三
（
大
鳳
、
翔
鶴
、
瑞
鶴
） 

 

第
二
航
空
戦
隊
空
母
三
（
隼
鷹
、
飛
鷹
、
龍
鳳
） 

 

第
三
航
空
戦
隊
空
母
三
（
千
歳
、
千
代
田
、
瑞
鳳
） 

 

戦
艦
六
（
大
和
、
武
蔵
、
長
門
、
榛
名
、
金
剛
、
扶
桑
） 

 

重
巡
洋
艦
十
一
、
軽
巡
洋
艦
二
、
駆
逐
艦
三
十
三
、 

 

補
給
艦
艇
十
二
、
総
数
七
十
三
隻 

実
に
壮
観
で
あ
っ
た
。 

 

こ
こ
で
約
一
カ
月
、
空
母
で
航
空
機
搭
乗
員
の
発
着
訓

練
を
行
っ
た
が
、
湾
の
内
外
と
も
に
潜
水
艦
攻
撃
に
脅
か

さ
れ
て
い
て
実
施
に
は
困
難
を
と
も
な
い
、
予
定
通
り
の

訓
練
は
出
来
な
か
っ
た
。 

 

六
月
に
な
り
駆
逐
艦
が
数
隻
撃
沈
さ
れ
た
。
私
は
夕
刻

だ
っ
た
が
、
右
舷
艦
橋
下
甲
板
上
か
ら
沖
の
方
向
の
空
が

真
赤
に
な
り
、
艦
が
燃
え
、
大
火
災
が
起
こ
っ
て
い
た
の

を
見
た
。 

 

こ
の
よ
う
な
状
況
で
あ
っ
た
が
、
「
大
鳳
」
の
飛
行
甲
板

で
は
夕
刻
に
軍
楽
隊
演
奏
や
映
画
も
あ
っ
て
、
私
た
ち
を

楽
し
ま
せ
て
く
れ
、
士
気
も
大
い
に
上
っ
た
。 

 
 

㈣ 

米
軍
マ
リ
ア
ナ
諸
島
に
進
攻 

 

六
月
十
一
日
、
米
機
動
艦
隊
が
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
サ
イ

パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
、
グ
ア
ム
島
に
対
し
空
襲
及
び
艦
砲
射
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撃
を
加
え
て
き
た
。
こ
の
方
面
に
米
軍
が
上
陸
し
占
領
さ

れ
る
と
、
米
軍
は
こ
こ
に
Ｂ
29
重
爆
撃
機
の
基
地
を
設
営

し
、
日
本
本
土
が
空
襲
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
ど
ん
な
こ

と
を
し
て
も
守
ら
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
以
前
か
ら

「
あ
号
作
戦
」
が
計
画
準
備
さ
れ
て
い
た
。 

 

そ
の
要
諦
は
、
米
軍
の
侵
攻
に
対
し
て
、
日
本
海
軍
は

空
母
を
主
力
と
す
る
機
動
艦
隊
で
、
先
制
攻
撃
に
よ
っ
て

米
軍
を
撃
滅
さ
せ
る
と
い
う
作
戦
で
あ
っ
た
。 

 

私
た
ち
「
大
鳳
」
の
砲
術
科
は
艦
橋
下
の
飛
行
甲
板
に

集
合
、
砲
術
長
よ
り
敵
情
を
説
明
さ
れ
、
今
度
の
決
戦
が

い
か
に
日
本
の
勝
敗
に
か
か
っ
て
い
る
か
、
大
い
に
奮
励

努
力
す
る
よ
う
に
と
訓
辞
さ
れ
た
。 

 

六
月
十
三
日
午
前
九
時
、
機
動
艦
隊
は
タ
ウ
イ
タ
ウ
イ

を
出
撃
。
十
四
日
、
ギ
マ
ラ
ス
泊
地
着
。
こ
こ
は
中
部
フ

ィ
リ
ピ
ン
の
バ
ナ
イ
ン
島
と
ネ
グ
ロ
ス
島
と
の
中
間
で
、

全
艦
こ
こ
で
最
後
の
燃
料
補
給
を
終
え
た
。 

 
 

㈤ 

「
あ
号
作
戦
決
戦
発
動
」
発
令 

 

六
月
十
五
日
、
米
軍
主
力
は
サ
イ
パ
ン
島
に
上
陸
し
て

き
た
。
も
は
や
こ
こ
に
至
っ
て
、
旗
艦
「
大
淀
」
（
内
地
広

島
湾
）
の
連
合
艦
隊
司
令
長
官
豊
田
副
武
大
将
よ
り
「
あ

号
作
戦
決
戦
発
動
」
が
発
令
さ
れ
た
。
機
動
艦
隊
旗
艦
「
大

鳳
」
の
マ
ス
ト
に
「
皇
国
の
興
廃
此
の
一
戦
に
在
り
、
各

員
一
層
奮
励
努
力
せ
よ
」
の
Ｚ
旗
が
掲
げ
ら
れ
た
。 

 

直
ち
に
午
前
八
時
ギ
マ
ラ
ス
を
出
撃
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
諸

島
の
ル
ソ
ン
島
に
寄
り
、
サ
ン
ベ
ル
ナ
ル
ジ
ノ
海
峡
を
通

過
し
、
日
没
近
く
太
平
洋
上
に
出
た
。
速
力
二
十
ノ
ッ
ト
、

対
潜
警
戒
、
ジ
ク
ザ
ク
航
海
、
東
へ
と
マ
リ
ア
ナ
方
面
に

進
撃
を
続
け
た
。 

 

十
八
日
午
後
、
索
敵
機
よ
り
サ
イ
パ
ン
方
面
、
小
沢
艦

隊
か
ら
東
南
東
三
百
八
十
カ
イ
リ
の
地
点
に
、
米
機
動
艦

隊
を
発
見
の
報
が
入
っ
た
。
し
か
し
日
没
近
く
の
た
め
、

攻
撃
機
発
進
は
明
日
に
延
期
さ
れ
た
。 

 
 

㈥ 

攻
撃
隊
出
撃 

 

六
月
十
九
日
、
決
戦
の
日
、
雲
は
あ
る
が
晴
れ
て
い
た
。 

 

針
路
五
十
度
、
速
力
二
十
ノ
ッ
ト
で
進
撃
し
た
。
黎
明
、

午
前
四
時
頃
、
空
母
よ
り
索
敵
機
四
十
三
機
が
発
進
し
た
。

機
動
艦
隊
の
前
衛
は
栗
田
建
男
中
将
率
い
る
第
三
航
空
戦

隊
、
次
の
中
央
は
小
沢
治
三
郎
中
将
（
旗
艦
「
大
鳳
」
）
率
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い
る
第
二
航
空
戦
隊
、
そ
の
後
を
追
っ
て
城
島
高
次
少
将

率
い
る
第
一
航
空
戦
隊
の
順
で
進
ん
だ
。 

 

そ
の
う
ち
午
前
七
時
頃
、
索
敵
機
よ
り
、
サ
イ
パ
ン
方

向
、
小
沢
艦
隊
よ
り
東
北
東
三
百
八
十
カ
イ
リ
の
地
点
に

米
空
母
群
の
機
動
艦
隊
発
見
の
報
告
が
あ
っ
た
。 

 

事
実
は
米
機
動
部
隊
、
空
母
大
小
二
十
九
、
戦
艦
十
四
、

巡
洋
艦
二
十
五
、
駆
逐
艦
八
十
六
、
計
百
五
十
四
隻
の
大

兵
力
で
日
本
海
軍
と
の
決
戦
を
企
図
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
敵
に
対
し
第
一
次
攻
撃
隊
が
出
撃
し
た
。
午
前
七

時
三
十
分
、
第
三
航
空
戦
隊
よ
り
六
十
三
機
、
午
前
八
時
、

第
一
航
空
戦
隊
よ
り
百
二
十
三
機
、
「
大
鳳
」
よ
り
艦
攻

「
天
山
」
九
、
艦
爆
「
彗
星
」
十
八
、
零
戦
十
六
、
計
四

十
三
機
が
出
撃
し
た
の
で
、
手
あ
き
は
手
を
振
っ
て
こ
れ

を
見
送
っ
た
。
そ
の
あ
と
直
ぐ
自
分
の
戦
闘
配
置
で
攻
撃

に
備
え
た
。 

 
 

㈦ 

「
大
鳳
」
に
魚
雷
一
発 

 

私
は
右
舷
前
部
の
下
部
艦
橋
、
第
一
群
二
五
ミ
リ
三
連

装
機
銃
射
撃
装
置
に
あ
っ
て
自
動
照
準
機
を
操
作
し
、
両

耳
に
受
話
器
を
当
て
、
防
空
指
揮
所
か
ら
の
射
撃
命
令
を

待
っ
て
い
た
。 

 

そ
の
時
突
如
と
し
て
叫
び
声
が
入
っ
て
き
た
、
何
が
起

こ
っ
た
の
か
と
思
う
間
も
な
く
下
部
に
ド
ー
ン
と
大
き
な

音
、
海
水
が
サ
ッ
と
飛
ん
で
き
た
。
私
の
体
は
射
撃
装
置

か
ら
は
じ
き
出
さ
れ
た
。「
右
舷
前
部
に
魚
雷
命
中
、
戦
闘

航
海
に
差
し
支
え
な
し
」
と
の
艦
内
放
送
が
あ
っ
た
。 

 

「
大
鳳
」
か
ら
第
一
次
攻
撃
隊
を
午
前
八
時
に
見
送
っ

て
、
ほ
っ
と
し
た
直
後
の
午
前
八
時
十
分
に
魚
雷
一
発
受

け
た
。
米
潜
水
艦
「
ア
ル
バ
コ
ア
号
」
が
魚
雷
六
発
発
射
、

「
大
鳳
」
は
避
け
切
れ
ず
、
一
発
が
右
舷
前
部
の
ガ
ソ
リ

ン
庫
付
近
に
命
中
し
た
。 

 

被
雷
直
前
に
「
大
鳳
」
か
ら
第
一
次
攻
撃
機
の
う
ち
最

後
の
「
彗
星
」
一
機
が
魚
雷
の
航
跡
を
発
見
し
、
急
降
下

し
て
突
っ
込
み
体
当
た
り
し
た
。
そ
の
搭
乗
員
は
小
松
咲

雄
兵
曹
長
で
あ
っ
た
。
艦
は
少
し
右
に
傾
斜
し
た
が
、
間

も
な
く
元
ど
お
り
に
な
っ
た
。
さ
す
が
不
沈
空
母
「
大
鳳
」

だ
と
思
っ
た
。 

 
 

㈧ 

「
大
鳳
」
大
爆
発 

 

「
大
鳳
」
は
魚
雷
命
中
の
衝
撃
で
飛
行
甲
板
前
部
エ
レ
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ベ
ー
タ
ー
が
故
障
、
途
中
で
停
止
し
て
し
ま
っ
た
。
工
作

科
員
が
そ
の
穴
を
木
材
な
ど
で
ふ
さ
ぐ
応
急
処
置
を
し
た
。

よ
う
や
く
第
二
次
攻
撃
隊
を
発
艦
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た

頃
、
何
か
艦
内
に
異
常
が
感
じ
ら
れ
た
。
そ
の
う
ち
「
火

気
、
電
気
、
ス
パ
ー
ク
な
ど
に
注
意
す
る
よ
う
」
放
送
さ

れ
た
。 

 

私
は
下
部
艦
橋
の
機
銃
射
撃
装
置
で
こ
の
情
況
を
見
る

こ
と
が
出
来
た
の
で
不
穏
に
思
っ
て
い
た
。
突
然
、
ド
カ

ン
と
大
音
響
、
私
は
射
撃
装
置
回
転
上
か
ら
放
り
出
さ
れ

た
。
「
大
鳳
」
が
大
爆
発
し
た
の
だ
っ
た
、
午
後
二
時
三
十

二
分
で
あ
っ
た
。 

 

一
大
音
響
と
共
に
艦
首
右
舷
の
鉄
鋼
板
が
、
め
く
れ
て

反
り
返
っ
て
き
た
。
黒
煙
と
赤
い
炎
が
吹
き
出
し
頭
上
に

迫
っ
た
。
五
百
キ
ロ
爆
弾
に
耐
え
る
飛
行
甲
板
も
中
央
が

盛
り
上
が
っ
て
、
中
か
ら
火
傷
の
人
が
這
い
出
し
て
き
た
。

艦
橋
後
部
の
円
筒
型
電
探
室
で
倒
れ
て
既
に
死
亡
し
た
の

か
、
顔
の
あ
ご
あ
た
り
が
裂
傷
し
て
赤
く
見
え
た
。
ど
う

し
よ
う
も
な
か
っ
た
。 

 

艦
橋
か
ら
防
毒
マ
ス
ク
を
つ
け
た
士
官
が
き
て
、
右
舷

か
ら
手
旗
信
号
を
護
衛
の
駆
逐
艦
に
送
ら
れ
た
。
白
い
軍

服
、
背
の
高
い
精
悍
な
風
貌
、
機
動
艦
隊
司
令
長
官
小
沢

治
三
郎
中
将
で
あ
る
。 

カ
ッ
タ
ー
が
卸
さ
れ
、
司
令
長

官
は
司
令
部
要
員
と
共
に
乗
っ
て
退
艦
さ
れ
た
。
以
後
駆

逐
艦
「
若
月
」
重
巡
「
羽
黒
」
空
母
「
瑞
鶴
」
で
指
揮
を

し
た
。 

 

火
災
は
い
た
る
所
で
発
生
、
弾
丸
は
誘
発
し
、
パ
ン
パ

ン
は
じ
く
の
は
機
銃
、
ド
カ
ン
ド
カ
ン
と
大
き
な
音
は
高

角
砲
の
弾
丸
、
弾
丸
を
海
中
に
捨
て
よ
と
伝
え
ら
れ
た
。

や
が
て
全
艦
の
機
能
は
停
止
し
「
総
員
退
去
し
て
、
飛
行

甲
板
後
部
に
集
合
せ
よ
」
と
の
命
が
下
っ
た
。 

 

そ
れ
ま
で
に
海
中
に
飛
び
込
む
者
も
い
た
。
甲
板
か
ら

下
を
見
る
と
高
く
て
吃
水
九
・
六
七
メ
ー
ト
ル
、
飛
び
込

ん
で
も
、
ま
た
泳
い
で
も
、
果
し
て
ど
う
な
る
か
わ
か
ら

な
い
、
そ
う
思
っ
て
、
火
と
煙
の
も
う
も
う
と
す
る
中
を

通
っ
て
、
後
甲
板
に
集
ま
っ
た
。 

 
 

㈨ 

「
不
沈
空
母
・
大
鳳
」
の
最
期 

 
駆
逐
艦
「
磯
風
」
が
「
大
鳳
」
の
艦
尾
に
近
づ
い
た
が
、

波
浪
の
た
め
横
付
け
困
難
、
よ
う
や
く
「
磯
風
」
と
「
大
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鳳
」
の
後
甲
板
と
の
間
に
橋
板
を
掛
け
て
、
重
傷
者
は
担

架
に
乗
せ
て
、
私
た
ち
は
そ
の
後
で
渡
っ
た
。 

 

「
磯
風
」
に
救
助
さ
れ
て
「
大
鳳
」
を
離
れ
て
振
り
返

っ
て
見
る
と
、
艦
長
・
菊
池
朝
三
大
佐
が
紺
色
の
外
套
を

着
て
、
体
を
ロ
ー
プ
で
縛
り
つ
け
、
艦
と
運
命
を
共
に
さ

れ
た
。
後
日
、
「
瑞
鶴
」
で
負
傷
者
を
見
舞
っ
て
お
ら
れ
た
。

救
助
さ
れ
た
由
で
あ
る
。 

 

や
が
て
四
〇
度
ぐ
ら
い
傾
斜
、
艦
尾
よ
り
静
か
に
マ
リ

ア
ナ
沖
に
、
日
本
海
軍
の
誇
る
不
沈
空
母
「
大
鳳
」
が
遂

に
沈
没
し
た
。
昭
和
十
九
年
六
月
十
九
日
午
後
四
時
二
十

八
分
、
北
緯
一
二
度
五
分
、
東
経
一
三
八
度
一
二
分
、
サ

イ
パ
ン
西
方
五
百
カ
イ
リ
の
地
点
で
あ
る
。 

 

「
大
鳳
」
の
戦
死
者
は
七
百
七
十
五
人
（
乗
組
員
千
四

百
四
十
八
人
）
、
空
母
攻
撃
機
は
第
一
、
第
二
次
三
百
二
十

四
機
（
う
ち
撃
墜
未
帰
還
、
自
爆
、
不
明
二
百
八
機
）
、
空

母
「
翔
鶴
」
も
魚
雷
三
発
が
右
舷
に
命
中
し
て
沈
没
。
私

は
「
磯
風
」
に
救
助
さ
れ
「
瑞
鶴
」
に
移
乗
、
こ
こ
に
戦

い
に
敗
れ
内
地
に
引
き
上
げ
た
。 

 

間
も
な
く
サ
イ
パ
ン
を
占
領
さ
れ
、
本
土
空
襲
は
激
し

く
な
り
、
敗
戦
の
運
命
を
た
ど
っ
て
い
く
の
で
あ
っ
た
。 

 

私
は
幸
い
に
も
戦
後
半
世
紀
を
経
た
今
日
ま
で
、
長
生

き
出
来
た
こ
と
に
感
謝
し
、
戦
死
さ
れ
た
英
霊
の
ご
冥
福

を
お
祈
り
し
、
戦
争
体
験
を
終
わ
り
ま
す
。 

 

【
解 

 

説
】 

 

「
絶
対
国
防
圏
」
と
名
付
け
ら
れ
た
我
が
国
の
戦
争
遂

行
上
絶
対
護
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
要
域
が
あ
っ
た
。 

 

千
島
列
島
―
小
笠
原
諸
島
―
内
南
洋
中
西
部
― 

 
 

 
 

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
―
ス
ン
ダ
列
島
―
ビ
ル
マ 

こ
れ
ら
を
結
ぶ
防
衛
ラ
イ
ン
で
あ
っ
た
。 

 

こ
の
ラ
イ
ン
策
定
直
後
か
ら
、
米
軍
の
攻
勢
は
強
化
さ

れ
、
昭
和
十
八
年
十
二
月
に
は
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
を
、
一

月
に
は
内
南
洋
中
東
部
の
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
に
進
攻
し
て

来
た
。 

 

ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島
の
マ
キ
ン
島
、
タ
ラ
ワ
島
の
守
備
隊

は
玉
砕
、
マ
ー
シ
ャ
ル
諸
島
も
ク
ェ
ゼ
リ
ン
な
ど
各
島
の

陸
海
軍
守
備
隊
は
次
々
と
全
滅
し
た
。 

 

連
合
艦
隊
は
、
司
令
長
官
の
新
任
を
受
け
た
新
司
令
部
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で
は
、
昭
和
十
九
年
三
月
に
「
新
Ｚ
作
戦
」
を
策
定
、
発

令
し
た
。 

 
こ
の
「
新
Ｚ
作
戦
」
は
米
軍
が
進
攻
す
る
ニ
ュ
ー
ギ
ニ

ア
北
岸
か
ら
パ
ラ
オ
諸
島
を
経
て
比
島
へ
向
か
う
マ
ッ
カ

ー
サ
ー
軍
の
進
攻
ル
ー
ト
と
、
中
部
太
平
洋
を
横
断
し
て

日
本
本
土
に
向
か
う
ニ
ミ
ッ
ツ
軍
の
二
つ
の
ル
ー
ト
が
あ

る
が
、
連
合
艦
隊
は
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
―
パ
ラ
オ
諸
島
―

西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
に
至
る
防
衛
ラ
イ
ン
を
設
定
し
て
、

マ
リ
ア
ナ
、
パ
ラ
オ
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
の
何
れ
か
で

邀
撃
す
る
と
い
も
の
で
あ
っ
た
。 

 

三
月
三
十
日
、
三
十
一
日
、
連
合
艦
隊
司
令
部
の
あ
っ

た
パ
ラ
オ
諸
島
が
米
機
動
部
隊
の
空
襲
に
さ
ら
さ
れ
、
た

め
に
同
司
令
部
は
ミ
ン
ダ
ナ
オ
島
の
ダ
バ
オ
に
、
二
式
大

艇
二
機
で
退
避
し
た
が
、
司
令
長
官
機
は
行
方
不
明
と
な

り
、
そ
の
後
、
「
あ
号
作
戦
」
が
打
ち
出
さ
れ
た
。 

 

米
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
は
五
月
二
十
七
日
、
ビ
ア
ク
に
進

攻
、
ニ
ミ
ッ
ツ
軍
は
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
軍
と
は
別
に
マ
リ
ア

ナ
諸
島
の
中
心
地
サ
イ
パ
ン
へ
の
進
攻
を
計
画
し
た
。 

 

体
験
記
執
筆
者
は
、
昭
和
十
九
年
一
月
二
十
五
日
、
「
大

鳳
」
艤
装
員
付
を
命
ぜ
ら
れ
、「
大
鳳
」
の
進
水
後
の
艤
装

を
待
っ
て
三
月
七
日
、
「
大
鳳
」
と
命
名
さ
れ
、
乗
組
員
と

な
っ
た
。 

 

六
月
十
一
日
、
米
機
動
艦
隊
が
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
サ
イ

パ
ン
、
テ
ニ
ア
ン
、
グ
ア
ム
島
に
対
し
攻
撃
を
加
え
て
き

た
。
こ
こ
で
以
前
か
ら
準
備
さ
れ
て
い
た
「
あ
号
作
戦
」

が
発
令
さ
れ
、
米
軍
の
侵
攻
に
対
し
て
、
日
本
海
軍
は
空

母
を
主
力
と
す
る
機
動
艦
隊
の
先
制
攻
撃
に
よ
っ
て
米
軍

を
撃
滅
さ
せ
る
と
い
う
作
戦
で
あ
っ
た
。 

 

体
験
記
執
筆
者
た
ち
は
「
大
鳳
」
の
艦
橋
下
の
飛
行
甲

板
に
集
合
、
砲
術
長
よ
り
決
戦
の
重
大
さ
を
訓
辞
さ
れ
る
。 

 

六
月
十
三
日
午
前
九
時
、
機
動
艦
隊
は
タ
ウ
イ
タ
ウ
イ

を
出
撃
。
ギ
マ
ラ
ス
泊
を
経
て
最
後
の
燃
料
補
給
を
す
る
。 

 

六
月
十
五
日
、
米
軍
主
力
は
サ
イ
パ
ン
島
に
上
陸
、
旗

艦
「
大
淀
」
の
連
合
艦
隊
司
令
長
官
豊
田
副
武
大
将
よ
り

「
あ
号
作
戦
決
戦
発
動
」
が
発
令
さ
れ
、
機
動
艦
隊
旗
艦

「
大
鳳
」
の
マ
ス
ト
に
は
「
皇
国
の
興
廃
此
の
一
戦
に
在

り
、
各
員
一
層
奮
励
努
力
せ
よ
」
の
Ｚ
旗
が
掲
げ
ら
れ
た
。 

 

こ
の
戦
闘
に
お
い
て
、
不
沈
空
母
「
大
鳳
」
は
昭
和
十
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九
年
六
月
十
九
日
午
後
四
時
二
十
八
分
、
北
緯
一
二
度
五

分
、
東
経
一
三
八
度
一
二
分
、
サ
イ
パ
ン
西
方
五
百
カ
イ

リ
の
地
点
で
沈
没
し
た
。 

 

「
大
鳳
」
の
乗
組
員
千
四
百
四
十
八
人
の
内
、
戦
死
者

七
百
七
十
五
人
、
空
母
攻
撃
機
は
第
一
、
第
二
次
三
百
二

十
四
機
、
執
筆
者
は
「
磯
風
」
に
救
助
さ
れ
内
地
に
引
き

上
げ
た
。 

 


